
 

 

 

 

手足口病（疑い含む）  

〈感染経路〉 飛沫感染・接触感染・経口感染 

〈潜伏期間〉 ２～７日 

〈症状・特徴〉手のひら、足の裏や甲、口の中に 2～3mmの水ぶくれ状の発疹が現れます。口の中の発疹は、しばしば潰れて口内炎に 

なります。また、腹痛、下痢に加え、発熱や鼻水などのかぜに似た症状を伴うこともあります。発熱は患者の約 3分の 1 

にみられますが、高熱が続くことはあまりありません。ほとんどの場合は 1週間前後で軽快し発疹のあとも残りません。

ただし、症状が治まってもウイルスの排出は続き、感染から 2～4週間はウイルスが便の中に排出され、感染源に 

なるため注意が必要です。 

〈保育園より〉保育園では、疑いがある場合は、連絡を差し上げますので、病院を受診し、診断を受けられて下さい。 

ご家庭でも手のひら、足の裏、口の中など、また体調の観察などもよろしくお願い致します。 

〈お願い〉  発熱・湿疹などの症状で受診時は、園に上記の感染が出ていることをお伝えください。 

 

感染症欠席情報 登園する際には、登園届が必要になります。  

 


